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■ 原田 隆郎 准教授

　センサを利用した橋梁のモニタリングに関する研究、都市インフラの長寿命

化のためのアセットマネジメントに関する研究など、社会基盤施設の点検・健全

性診断・マネジメントを支援するシステム開発の研究を行っています。今までに、

茨城県内の橋梁のモニタリング実験、河川の堰の劣化予測およびマネジメント

手法に関する共同研究などを実施しました。現在は、これら維持管理工学に関

する研究開発の他、道路の乗り心地や歩道橋を横断するとき揺れなどを、人間

の生体情報（脈波や心電図など）を利用して評価する手法の研究を推進してい

ます。

プロフィール │ 1992年茨城大学工
学部助手、2005年同講師、2009年
同准教授、現在に至る。地球変動適
応科学研究機関に所属

キーワード │ 社会基盤施設 │ メンテナンス 
│ 維持管理 │ モニタリング │ 健全性診断 
│ アセットマネジメント │ ライフサイクルコス
ト

代表的な共同研究内容

・ゲート設備の劣化予測手法および
健全性診断システムの開発

・橋梁の遠隔健全性モニタリングシ
ステムに関する研究

活用可能な設備や技術

・万能試験機、摩耗促進試験機

将来の専門技術者（本学学生）を対象とした
橋梁点検研修会の様子

私のライフワーク　高齢化・老朽化している道路や橋梁などの
都市インフラを、経済的かつ合理的に維持管理していく技術開
発と専門家の育成支援が目標です。
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■ 今井 洋 教授

　研究成果を通して新しい地場産業の育成や地域の発展に寄与し、物質的にも

精神的にも豊かな社会の構築に貢献できればと考えています。

プロフィール │ 北海道大学大学院修
了、同大学助手、九州工業大学助教
授を経て茨城大学教授（工学部電気
電子工学科）

キーワード │ 光ファイバ工学 │ テラヘルツ波
ファイバ工学 │ レーザ応用計測 │ 光ファイ
バ放射線センシング │ テラヘルツ波時間領
域分光分析 │ 非線形光学効果

代表的な研究内容

・分布型光ファイバ放射線センシン
グの開発

・低損失テラヘルツ波ファイバの開
発

・テラヘルツ波分析･診断システム
の開発

・光・テラヘルツ波ファイバで生じ
る非線形光学効果とその応用

私のライフワーク　テラヘルツ波カメラの開発



■ 澁澤 進 教授

　私たちの研究室では、コンピュータネットワークと情報工学に関する技術を、

人間の生活や社会に役立つ研究に応用し、さらに進んだ情報通信技術の開発

と研究を目指しています。これまで、さまざまなITシステムを設計し作成してき

ましたので、システム作成のノウハウやシーズが蓄積しています。皆さまの抱え

ている技術的課題をお聞かせいただければ、皆さまが持っている課題やノウハ

ウと私たちの持っているものを合わせることによって、皆さまの課題を解決し、

相互に価値ある新しい成果を導くことができると信じています。

プロフィール │ 1976年群馬大学工学
部助手、1992年茨城大学工学部講師、
1995年同助教授、2007年同准教授、
2011年同教授、現在に至る

キーワード │ 分散ネットワーク │ マルチメディ
ア処理 │ 高齢者見守り支援 │ ヒューマンイ
ンタラクション │ 画像処理 │ センシング

代表的な研究内容

センサネットワークと知識ベースを
用いた高齢者見守りシステムの研究

活用可能な設備や技術

全方位カメラ、小型無線ハイブリッ
ドセンサ、Kinectセンサ等

私のライフワーク　安全安心システム、ヒューマンインタラク
ション、高齢者見守りシステムの研究を通して、社会的・技術的
革新を目指しています。



■ 武田 茂樹 准教授

　アンテナ、無線システム、ICタグなどを研究しています。アンテナは電磁波を利用

したシステムにおいて、電磁波の出入口として重要な役割を果たすものです。このア

ンテナは実現したいシステム全体を考慮して設計することにより、よりニーズにあった

ものを提供できるようになります。また無線システムに関しては、逆に、アンテナや

電波伝搬特性を考慮した設計が必須になります。ICタグは、アンテナと無線システム

の融合により実現されるものであり、各周波数帯域におけるICタグの挙動を明確化

することにより、今まで以上にこの技術を有効活用できる応用が見いだせるものと考

え、研究を進めています。今後は、ICタグの技術がセンサネットとも融合し、家電な

どの電子機器がスマートフォンなどの情報端末により、簡易かつ低コストに管理され

るようになると考えています。

プロフィール │ 茨城大学工学部メ
ディア通信工学科 │ 鳥取大学博士課
程工学研究科　情報生産工学専攻修
了

キーワード │ アンテナシステム │ アダプティ
ブアンテナ │ 無線通信 │ 通信用信号処理 
│ RFID

（アンテナ）＋（システム）

=（電磁波システム）

私のライフワーク　大学では、電磁波システム研究室を運営していま
す。この研究室では、主に無線通信に使用されるアンテナ（電磁波）
と無線システム・回路の融合技術分野を研究対象としています。

SYSTEM



■ 外岡 秀行 准教授

　リモートセンシングのデータ処理と応用に関する研究に取り組んでいます。

ASTERやHyspIRI等の国際衛星センサプロジェクトに参加し、各センサの校

正やデータ処理手法を研究すると共に、検証のためのフィールド実験を日米の

テストサイトで多数実施しています。こうした実験で使用する装置の開発などで

ご協力を頂いたり、衛星画像処理、サーマルカメラ画像処理などで御相談頂く

ことが可能です。また航空機リモートセンシングを活性化して防災や農林業等

に活用する構想も模索しており、こうしたプランにご賛同頂ける企業との協力関

係も構築していきたいと考えています。

プロフィール │ 1994年茨城大学工学部助
手、2002年総合情報処理センター助教授、
2009年工学部准教授、現在に至る。2012
年日本リモートセンシング学会事務局長

キーワード │ リモートセンシング │ 画像処
理 │ GIS │ ASTER │ 熱赤外センサ │ 校
正 │ 迷光 │ 大気補正 │ 温度 │ 放射率 
│ データ融合 │ 大規模処理 │ 環境情報 │ 
データベース

代表的な研究内容

ASTER熱赤外画像の校正、迷光
補正、大気補正、各種応用

活用可能な設備や技術

フィールド分光測定器、多波長放
射温度計、黒体炉、UAV等

私のライフワーク　経産省やNASAの衛星センサ開発に参加し
ながら、リモートセンシングを活用した高度センシング社会の
実現を目指しています。



■ 沼尾 達弥 教授

　硬化したコンクリート内の水分が中長期的にどのような挙動をするかを中性子

線を使って調査する研究、赤外線映像からコンクリート内部の欠陥を検出する

研究、溶融スラグや石材研磨粉のような廃棄物を建設材料に利用する研究を

行ってきました。最近では、建築物の免震対策や、住空間の快適性、温熱環

境測定と解析の研究も行っています。

　企業との共同研究、企業技術者の人材育成も支援していますので、ご相談下

さい。

プロフィール │ 大学卒業後、建築設計事

務所に勤務。茨城大学工学部助手を経て、

1993年同工学部都市システム科助教授、

2002年同教授、現在に至る。一級建築士

キーワード │ 建築材料 │ コンクリート │ 長
期物性 │ 石材研磨粉 │ 溶融スラグ │ エ
コセメント │ 欠陥検出 │ 中性子ラジオグラ
フィ │ 居住空間

代表的な研究内容

・赤外線映像装置を用いたコンク
リート構造物の欠陥検出

・石材研磨粉の有効利用

活用可能な設備や技術

・赤外線映像装置、圧縮試験機等

・住宅用簡易免震工法の実物実験
（共同研究）

私のライフワーク　自分で確かめたこと以外は疑ってみること
を信条に研究し、その成果を基に、少しでも社会や地域に貢献
したいと考えています。



■ 羽渕 裕真 教授

　情報通信方式、特に解析とシミュレーションによる通信の理論と方式の研究

が専門です。現在は、①高度交通システム（ITS）の情報配信システム、②ホー

ムネットワークのアクセス制御法、③情報通信を支える基礎技術の向上法、の

研究を行っています。これからの情報通信の発展は、位置情報との融合がキー

ポイントと考えていますので、上記のテーマも位置情報を意識しながら検討して

います。

プロフィール │ 1992年茨城大学工学部助
手、1998年総合情報処理センター助教授、
2002年工学部に配置換え、2010年同教授、
現在に至る。2012年度、電子情報通信学会
ITS委員会 委員長

キーワード │ 復変調方式 │ アクセス制御方
式 │ 受信同期方式 │ ワイヤレス通信 │ 無
線配信 │ 高度交通システム │ 家庭内ネット
ワーク │ 位置情報

代表的な研究内容

・スペクトル拡散通信方式の研究

・ウルトラワイドバンド通信に関す
る研究

活用可能な設備や技術

・ITSのための情報通信、光ワイヤ
レス通信等

私のライフワーク　私たちの生活をそれとなく支える情報通信
のイノベーションのために、良い研究者を育て、面白くユニーク
な通信方式を発案したい。



■ 湊 淳 教授

　センサー技術、マイコン活用技術を応用した研究を行っています。

　具体的には、鉛直センサーの開発での測量・防災への活用、電子回路基板の

外観検査画像の圧縮・管理手法の開発、生体情報を活用した不登校問題や独

居老人問題の研究など多岐にわたります。

　センサー技術、マイコン活用技術は企業のほとんどの製品に必要不可欠な技

術となりつつあります。様々な分野の課題解決に役立つと思いますので是非ご

相談ください。

プロフィール │ 国立環境研究所主任
研究員～茨城大学大学院理工学研究
科 │ センサー技術の核とした研究の
推進

キーワード │ 鉛直判定センサーの開発と測量・
防災分野への活用 │ 可視光・超音波を利用し
た計測・通信技術の開発 │ 生体情報の計測
と応用 │ 色・分光測定システムの開発と応用

代表的な研究内容

日立工業高校と共同で開発したマ
イコンの学習教材

私のライフワーク　センサ、プログラミング、ネットワーク等の
技術を組み合わせ、無人、安価、低消費電力な計測とその応
用を目指しています。



■ 横田 浩久 准教授

　光ファイバ通信のための機能性ファイバやデバイスの研究を行っています。光

ファイバは細く軽量なので施工性に優れ、電気式のシステムと比べて故障が

少ない等の利点があるので、防災システムのセンサへの応用が図られています。

現在、高温環境でも温度と変位を正確に感知できるセンサの開発に取り組んで

います。ものづくりに携わる企業との共同研究を希望します。ご相談下さい。

プロフィール │ 1995年茨城大学工
学部助手、2003年同講師、2009年
同准教授、現在に至る

キーワード │ 光ファイバ通信 │ 機能性ファイ
バ │ ファイバカプラ │ ファイバグレーティン
グ │ ファイバグレーティングカプラ

代表的な研究内容

・光ファイバグレーティングカプラ
およびその応用に関する研究

・炭酸ガスレーザ照射による光ファ
イバカプラ作製の研究

活用可能な設備や技術

・CO2レーザー加工機　等

私のライフワーク　自分の興味を持ったことが如何にして世の
中の役に立てるのかを考えながら研究に取り組んでいます。


